
高
橋
　勉 

経
済
学
部
長（
経
済
学
部
教
授
）

野
松 

敏
雄 

経
営
学
部
長（
兼
）大
学
院
経
営
学
研
究
科
長（
経
営
学
部
教
授
）

古
口 

博
之 

教
務
部
長（
経
営
学
部
教
授
）

山
田 

武
司 

学
生
部
長（
経
済
学
部
准
教
授
）

竹
内 

治
彦 

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長（
経
営
学
部
教
授
）

佐
藤 

俊
幸 

図
書
館
長（
経
済
学
部
教
授
）

学
内
役
職
者

２
０
1
1
年
12
月
１
日
就
任

安
藤 

彰
記 

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
主
査（
総
務
課
主
査
）

塚
原 

康
之 

総
務
課
主
査（
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
主
査
）

配
置
転
換

２
０
1
1
年
10
月
１
日
付

本
学
女
性
消
防
隊
メ
ン
バ
ー
（
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
所
属
）

教
職
員
人
事

新聞報道に見る岐阜経済大学

研究室だより

キャンパス・スポット

「2011岐経祭　感動のフィナーレ!」

6

7

8

キャリア支援課だより

輝け！アスリートたち

キャンパス彩々

学内ゼミナール大会／教職員人事
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表
紙
の
人

武
藤 

有
沙

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
2
年（
武
義
高
校
出
身
）

　
　

号
令
を
か
け
て
、団
員
を
動
か
す
要
の
存
在
。

小
橋
川 

利
香

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
2
年（
北
部
農
林
高
校
出
身
）

　
　

放
水
の
た
め
に
ホ
ー
ス
を
真
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
、標
的
を
狙
う
。

仲
本 

千
晶

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
2
年（
名
護
高
校
出
身
）

　
　

放
水
の
準
備
の
た
め
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
た
り
、

放
水
の
合
図
を
仲
間
に
伝
達
す
る
。

指
揮
者

1
番
員

2
番
員

和
田 

美
希

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年（
八
幡
商
業
高
校
出
身
）

　
　

給
水
と
放
水
の
両
方
に
関
わ
る
。給
水
の
管
を
防
火
水
槽
に
沈
め
た
ら
、

即
座
に
火
点
ま
で
走
り
、1
番
員
の
補
助
を
す
る
。

3
番
員

玉
城 

果
菜

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
2
年（
名
護
高
校
出
身
）

　
　

ポ
ン
プ
操
作
を
速
く
的
確
に
行
う
。

ス
ロ
ッ
ト
ル
で
放
水
の
圧
力
を
調
節
す
る
。

鍋
島 

彩

大
城 

紀
衣
乃

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年（
泊
高
校
出
身
）

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
3
年（
浦
添
商
業
高
校
出
身
）

　
　

決
め
ら
れ
た
足
の
位
置
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

ま
た
3
番
員
と
と
も
に
防
火
水
槽
に
給
管
を
沈
め
る
こ
と
も
行
う
。

4
番
員

補
助
員
・
補
助

中 川 ゼ ミ A
小 倉 ゼ ミ A
梅 木 ゼ ミ A
井 戸 ゼ ミ
岩 坂 ゼ ミ
石 坂 ゼ ミ
新 家 ゼ ミ
山田（武）ゼミ
髙橋（正）ゼミA
岸 ゼ ミ
小 倉 ゼ ミ B
佐藤（俊）ゼミ
杉 原 ゼ ミ
安田（晶）ゼミC
菅 谷 ゼ ミ
高橋（信）ゼミ
福 地 ゼ ミ
安田（晶）ゼミB
伊藤（嘉）ゼミ
池 永 ゼ ミ
菊 本 ゼ ミ C
黒 川 ゼ ミ
竹 内 ゼ ミ

徳 永 ゼ ミ

菊 本 ゼ ミ B
髙橋（正）ゼミB
野 松 ゼ ミ
小 倉 ゼ ミ C
安田（晶）ゼミA
菊 本 ゼ ミ A
岩 坂 ゼ ミ
中 川 ゼ ミ B
高橋（信）ゼミ
梅 木 ゼ ミ B
大 野 ゼ ミ
森 ゼ ミ

教育に伴った変化
ストアバンクとネットバンク～利用するならどっち？～
若者の農業
学内コミュニケーションWebの開発
フランチャイズが抱える問題
東京ドームをいっぱいに－私たちの提案－
割安・割高株その判断は
つながりを考える－被災地支援の活動から－
子どもに夢を親子に絆を～正ゼミの未来へ～
アスリートの音楽聴取の実態とその目的について
原子力発電の脱却　電力会社経営との繋がり
岐阜県内における震災後の影響と今後の対策
3Dの街をウォークスルーしてみよう
広報の理論と実践～ソフトピア共同研究室の広報事例～
社会保障と税の一体改革について
福島原発事故とその原因－観光地としてのにぎわい創出－
小学生を対象としたレクリエーション支援活動と意識調査
学内モニターを使った新しい広報活動
中学校長距離走実践における教科内容－寒田丈太郎の実践分析－
TPPを考える
地域と防犯～市民との輪を築く～
ブランド構築－その光と陰－
就職活動の誕生
岐阜経済大学が目指す教師像に関する考察
－卒業生へのアンケート調査の分析を通して－
新世代エネルギー住宅について
新しい事業へのプロセス　発起からプレイベントまで
日本の食糧問題
日中自動車会社のＶ字回復～日産とジーリの比較～
大学外部に向けた学内インターネットを使ったメディア広報
僕たちは将来のイクメン～大垣市のイクメン修業～
福島第一原発事故とエネルギーシフト
バブル経済崩壊前後の製造業と鉄鉱業の変化
なでしこジャパンから学ぶ！！
大垣を観光地としてにぎわせる
マイナースポーツをメジャー化するには！？
大槌町　震災からの復興

　
12
月
21
日（
水
）、第
39
回
岐
阜
経
済
大
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。ゼ
ミ

ナ
ー
ル
大
会
と
は
、ゼ
ミ
ご
と
の
テ
ー
マ
に

添
っ
て
、協
力
し
て
調
査・研
究
を
行
い
、ま
と

め
た
成
果
を
発
表
す
る
大
会
で
す
。大
会
の

準
備
や
運
営
は
す
べ
て
学
生
が
主
体
的
に
進

め
、こ
れ
ま
で
脈
々
と
39
年
間
に
渡
っ
て
続

い
て
い
る
本
学
が
誇
る
伝
統
行
事
で
す
。

　
学
生
の
発
表
後
は
、指
導
教
員
と
は
別
の

２
名
の
教
員
に
よ
る
審
査
が
あ
り
、5
会
場

そ
れ
ぞ
れ
で
優
秀
賞
、奨
励
賞
、敢
闘
賞
の

各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。多
く
の
ゼ
ミ
が
こ

の
大
会
に
向
け
、切
磋
琢
磨
し
高
い
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
、各
ゼ
ミ
が
こ
の
大
会
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、共
通
目
標
に
向

か
っ
て
協
力
し
合
い
、学
生
達
が
更
な
る
課

題
に
向
か
っ
て
学
習
を
深
め
る
契
機
と
も
な

り
ま
す
。

　
発
表
し
た
内
容
は
最
終
的
に「
学
生
論

叢
」と
し
て
1
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、大
学
の
学

び
の
集
大
成
と
し
て
結
実
し
ま
す
。

大切な命を守るために
知っておくべきこと

【防災特集】

優秀賞

参加ゼミ名 テ ー マ

大
会
運
営
委
員
長
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
３
年

　岡
川 

哲
也
さ
ん

（
岐
南
工
業
高
校
出
身
）

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
終
え
て

　
今
年
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
大

会
は
、ど
の

チ
ー
ム
も
仲

間
と
協
力
し

日
ご
ろ
か
ら

ゼ
ミ
で
学
ん
で
き
た
成
果
を
生
か
し
、良

い
研
究
発
表
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
研
究
発
表
で
は
私
も
、同
じ
学
生
と
は

思
え
な
い
よ
う
な
研
究
発
表
を
い
く
つ

も
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
し
、私
自
身
、

初
め
て
の
研
究
発
表
側
だ
っ
た
の
で
、優

秀
賞
を
目
指
す
べ
く
た
く
さ
ん
の
時
間

を
か
け
、こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。さ

ら
に
運
営
委
員
長
と
し
て
こ
の
大
会
が

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ら
れ
る
よ

う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
が
成
功
し
た
の
は
、大
会
に

向
け
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、設

営
、司
会
な
ど
の
大
会
運
営
に
関
わ
っ
た

運
営
委
員
の
皆
、そ
し
て
、よ
り
良
い
研

究
発
表
を
さ
れ
た
皆
の
お
陰
で
す
。こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
終
え
て
、

私
自
身
大
き
な
成
長
が
で
き
、思
い
出

深
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。学
生
の
皆

も
今
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
生

か
し
、人
と
し
て
大
き
な
成
長
を
遂
げ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。ま

た
長
い
人
生
の
歴
史
の
一つ
と
し
て
、今

大
会
が
皆
の
心
に
深
く
残
る
大
き
な
も

の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

石坂ゼミ

梅木ゼミB
徳永ゼミ

安田（晶）ゼミB

敢闘賞
敢闘賞

奨励賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞
敢闘賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

岸ゼミ



大切な命を守るために知っておくべきこと
岐阜経済大学が立地 する大垣市とは？

防災
特集

破壊の伝播方向

阿寺断層

0 10 20（㎞）

高山・
大原断層

跡津川断層

関ケ原・
養老断層

2011年3月11日の東日本大震災を契機に、  各地で防災・安全対策が見直されています。
本学が位置するここ、岐阜県大垣市は、今後30年間に発生する  確率が高いとされている東海地震の影響を受ける地域です。

地震はいつ起こるのか予知することが難し  く、臨機応変に対応することが必要です。
学生の皆さんには既に「いざという時のための防  災心得と確認事項」として文書が渡っていますが、

今一度、いざ！という時のた  めに確認しておきましょう。
普段からの心がけがないと、慌て  てしまい、怪我をしかねません。

（関ケ原・養老断層系地震が発生した場合）

※大垣市ハザードマップより

※大垣市ハザードマップより

（関ケ原・養老断層系地震が発生した場合）

岐阜経済大学

岐阜経済大学

危険度2％未満

岐阜経済大学

震度6弱

大垣駅

大垣北高校

中川小学校

大垣駅

大垣北高校

中川小学校

建物の危険度マップ

揺れやすさマップ

内陸活断層
位置図

　「揺れやすさマップ」は関ケ原・
養老断層系の地震が発生した場
合の各地の揺れの大きさを推定
した大垣市のハザードマップです。
想定される震源の特性と市内の
地盤状況から地表の地震波形を
推定しています。
　本学の立地する地域は震度5.7
と推定されています。震度6弱は、
「立っていることが困難になる。」
「固定していない家具の大半が移
動し、倒れるものもある｡」「ドアが
開かなくなることがある｡」という
状況です。

　「建物の危険度マップ」は関ケ原・
養老断層系の地震による揺れで想
定される建物被害の程度を表した
大垣市のハザードマップです。ただ
し、地震による建物の強さは実際に
は個々の建物により異なります。
　本学の立地する地域は全壊危険
度２％未満です。本学の建物で昭
和56年以前に建設されたものは
耐震改修促進法に基づき、耐震診
断を受けており、その結果、Ｉｓ値
（建築基準法では0.6以上、文部科
学省では0.7以上）をクリアしてお
り適切な建物であると判定されて
います。

建物の建築年を考慮して全壊率を推定。建物の強さ
は、実際は個々の建物により異なります。

岐阜県大垣市に最も影響を
与えるのは、関ケ原・養老断
層です。他にも岐阜県内に
は右図のような、たくさんの
断層が走っています。
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木
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岩
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名
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岐阜経済大学

養老駅

関ケ原駅

羽島市役所

岐阜駅

本巣駅

笠松駅

揖斐駅

関ケ原駅まで

岐阜駅まで

養老駅まで

本巣駅まで

羽島市役所まで

笠松駅まで

揖斐駅まで

 

大学を起点とした徒歩の場合の目安
（14.902km / 3時間6分）

（14.602km / 3時間2分）

（15.799km / 3時間17分）

（13.354km / 2時間46分）

（13.323km / 2時間46分）

 （15.06km / 3時間8分）

（11.145km / 2時間19分）

 

西

東

南西

北東

南東

北西

 

歩いて帰るなら、1時間に5km、
歩ける距離は約15km程度。

なぜ地震が？

地震が
起きたら？

どのくらい
揺れる？

歩いて帰宅。
どこまで帰れる!？
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大切な命を守るために知っておくべきこと
岐阜経済大学が立地 する大垣市とは？

防災
特集

破壊の伝播方向

阿寺断層

0 10 20（㎞）

高山・
大原断層

跡津川断層

関ケ原・
養老断層

2011年3月11日の東日本大震災を契機に、  各地で防災・安全対策が見直されています。
本学が位置するここ、岐阜県大垣市は、今後30年間に発生する  確率が高いとされている東海地震の影響を受ける地域です。

地震はいつ起こるのか予知することが難し  く、臨機応変に対応することが必要です。
学生の皆さんには既に「いざという時のための防  災心得と確認事項」として文書が渡っていますが、

今一度、いざ！という時のた  めに確認しておきましょう。
普段からの心がけがないと、慌て  てしまい、怪我をしかねません。

（関ケ原・養老断層系地震が発生した場合）
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大学を起点とした徒歩の場合の目安
（14.902km / 3時間6分）

（14.602km / 3時間2分）

（15.799km / 3時間17分）

（13.354km / 2時間46分）

（13.323km / 2時間46分）

 （15.06km / 3時間8分）

（11.145km / 2時間19分）

 

西

東

南西

北東

南東

北西

 

歩いて帰るなら、1時間に5km、
歩ける距離は約15km程度。

なぜ地震が？

地震が
起きたら？

どのくらい
揺れる？

歩いて帰宅。
どこまで帰れる!？
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E
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W

N

11号館

❷ ❸

❶

机等の下にもぐりこみ、揺れが収まるのを待つ。
飛散のおそれがあるので、
窓ガラスから離れる。

梁・柱のある場所（部屋のしきり付近）
に行き身を伏せる。

倒壊物や落下物のない広い場所へ
移動する。

★

★

★

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
2

すべての階のボタンを押し、最寄りの階で停止させ、
揺れが収まるのを待って避難。
もし内部に閉じ込められても、
慌てず光や音を発し、

外部に知らせて救助を待つ。

★

キャンパス避難マップ

転倒するおそれのある書架、
自動販売機などから離れ、
机などの下に潜りこみ揺れが

収まるのを待つ。

災害対策本部 ❶
1号館3Ｆ
第5会議室

ゆれが来る前

災害対策本部からの指示

歩いて帰るなら、1時間に5㎞の目安。
歩ける距離は約15㎞。

本学は
「曽根町、北方町、三津屋町、領家町」の

避難場所に指定されています。

退避行動

ゆれが収まったら 避難行動

一時避難場所 災害対策本部
被害の少ない建物を優先し、
順番に設置

避難場所

障害者用トイレ 公衆電話
設置場所

AED設置場所
（グラウンドにも有り）

災害救援ベンダー自動販売機設置場所
（グラウンドにも有り）

東海地震予知・注意情報受信

総務課より
キャンパス内に
一斉放送

おおむね、地震の揺れは
長くて1分くらいとされています。

屋外で

廊下で

教室で

（予備）災害対策本部 ❷
10号館1Ｆ
非常勤控室

（予備）災害対策本部 ❸
3号館1Ｆ

キャリア支援課

★

図書館・ラウンジで

口、鼻をハンカチや衣類の袖で覆い、
煙を吸い込まないよう姿勢を

低くし脱出する。
エベレーターには乗らない。

自
転
車
置
場

火災発生時

エレベーターで

災害時、避難した本学学生のために、本学独自に
500名分の水や非常食等災害用物資を備蓄して
います。また学内3箇所（4号館東、8号間東、グラ
ウンド）に、災害時停電になっても使用できる自販
機が設置されています。避難された地域住民の方
のためには、市の施設からの物資が供給されるこ
とになっています。

anpi@gifu-keizai.ac.jp

〈代表電話〉 0584-77-3511　
〈代表FAX〉 0584-77-3506
〈災害時優先電話〉 0584-74-5154

タイトル「安否連絡」
①氏名　②学生番号　③現在の状況 等

大学への安否連絡　緊急用アドレス

メールが利用できない時は FAX、電話等で連絡する

自
転
車
置
場

災害時の連絡方法

地震がおきたら

受信機

避難場所

帰宅準備
（原則帰宅ですが、帰宅困難者は  避難場所  へ。）

一時避難場所 へ避難
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近
著
紹
介ロ

ー
ラ
ン・

エ
リ
ッ
ク
教
授

　フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
現
代
日
本
に

お
け
る
男
性
同
性
愛
に
つ
い
て
の
最
初
の
研
究

で
あ
り
、『
ピ
ン
ク
の
菊
』は
、今
ま
で
の
日
本
学

で
の
紋
切
り
型
か
ら
離
れ
た
分
析
を
提
出
し
て

い
る
。日
本
で
の
同
性
愛
は
、日
常
生
活
か
ら
分

離
さ
れ
、フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
領
域
と
繋
が
っ

て
い
る
。メ
デ
ィ
ア
が
同
性
愛
の
イ
メ
ー
ジ
を
漫

画
化
し
て
い
る
の
は
、ゲ
イ
の
社
会
的
な
不
可
視

性
の
原
因
だ
ろ
う
。異
性
愛
中
心
主
義
の
社
会
が

モ
デ
ル
と
し
て
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、同
性
愛

運
動
の
機
関
や
パ
レ
ー
ド
、圧
力
団
体
を
設
置
す

る
の
は
難
し
く
な
る
。日
本
は
、西
洋
的
な
権
利

要
求
と
明
治
時
代
以
前
の
同
性
的
な
行
為
の
間

に
、〝
三
番
目
の
道
〞を
探
し
て
い
る
。

Les C
hrysanthèm

es 
roses
H
om
osexualités m

asculines dans le 
Japon contem

porainC
ollection Japon 
Les B

elles Lettres

2
0
1
1
年
10
月

1978年7月13日生まれ。三重県桑名市出身。子どもの頃からスポーツが大好きで、小学生
の時は、「エースで４番」の野球少年でした。小学３年生より父の勧めで馬術を始め、高校時代
には、全国規模の大会や国民体育大会に入賞しました。そして、全日本学生馬術大会を連覇
する明治大学（商学部）に進学。大学４年間馬術部に所属し、関東、全日本学生馬術大会団体
４連覇に貢献。他の主な戦績は、日韓馬術大会：最優秀選手賞、全日本ダービー選手権：優勝。
馬術部生活は、厩舎の２階を部屋とする合宿所で馬と共に生活を送るもの。大学卒業後は、こ
れまで様々な場面で影響を受けたスポーツを教育的な面から深く学びたいという思いから、
日本体育大学大学院に進学。スポーツと教育に関する研究、とりわけ馬術に関わる教育につ
いて研究しながら、中高保健体育科の教員免許を取得しました。大学院修了後、日本体育大
学にて助手として勤務し、その後、三重県に戻り私立中学校・高等学校（６年制）の保健体育の
教員となりました。附属学校が幼稚園から専門学校まであり、幼稚園、小学校、中学校、高校、
専門学校における体育・スポーツに関わる授業を担当。2009年よりこれまでの教育現場で
の実践を基に研究したいとの思いから愛知県立大学大学院に進学（2011年修了）。2011
年に本学に専任講師として着任し、現在に至ります。家族は、妻、息子（３歳）、娘（１歳）。

 伊藤 嘉人講師

「学校体育は何を教える教科か」 
問い続ける

　私
は
、「
体
育
の
授
業
研
究
」、「
体
育
の
教

科
内
容
」を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
も
記
載
し
ま
し
た
が
、昨
年

ま
で
保
健
体
育
教
師
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。教
員
に
な

り
た
て
の
頃
、子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
教
科

の
内
容
を
わ
か
っ
て
で
き
る
よ
う
な
、楽
し

い
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
授
業
を
し
て
い
こ
う

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、実
際
の
と
こ
ろ
、担
当
す
る
ク
ラ
ス
全

員
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
つ
ま
ず
き
を
克

服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、う
ま

く
な
ら
な
い
ま
ま
単
元
が
終
了
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。「
私
の
授
業
が
き
っ
か
け

で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が
嫌
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」、「
授
業
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
は
何
を
学
ん
だ
の
か
」と
自
分

自
身
の
実
践
を
反
省
し
、教
師
と
し
て
の
存

在
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、「
体
育
で
何
を
教
え
る
の
か
」、「
体
育
は

何
を
教
え
る
教
科
な
の
か
」と
自
問
自
答
し

始
め
た
こ
と
が
私
の
研
究
の
始
ま
り
で
す
。

　現
在
の
研
究
課
題
は
、体
育
授
業
に
お
け

る
学
習
集
団
で
す
。「
で
き
具
合
」や「
わ
か

り
具
合
」の
異
な
る
子
ど
も
た
ち
が
、自
分

と
は
異
な
る「
で
き
る
」や「
わ
か
る
」と
関

わ
り
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
中
で
、ど

の
よ
う
な
学
び
合
い
が
あ
る
か
。そ
の
学
び

合
い
の
質
、集
団
の
質
を
高
め
て
い
く
に
は

ど
の
よ
う
に
授
業
を
展
開
し
て
い
け
ば
良

い
か
。実
際
の
授
業
実
践
を
基
に
分
析
・
検

討
し
て
い
ま
す
。

　私
の
研
究
の
ス
タ
ン
ス
は
現
場
主
義
で

す
。研
究
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ら
、混

沌
と
し
た
学
校
教
育
現
場
は
見
え
て
き
ま

せ
ん
。学
校
や
現
場
教
師
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

と
り
な
が
ら
共
に
研
究
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、教
職
総
合
演
習

の
学
生
と
共
に
大
垣
市
の
中
学
校
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、長
距
離
走
の
授
業
実
践

を
毎
時
間
記
録
を
取
り
な
が
ら
分
析
し
て

い
ま
す
。ま
た
、私
の
研
究
に
対
す
る
強
い

思
い
は
、「
学
校
現
場
を
元
気
に
す
る
、励
ま

す
こ
と
が
で
き
る
」研
究
で
す
。研
究
を
積

み
重
ね
な
が
ら
学
校
教
育
現
場
に
返
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※この記事は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。

▲中日新聞　2011年10月23日（日） 【西濃版】

▲中日新聞　2011年12月6日（火） 【西濃版】

▲中日新聞　2011年12月8日（木） 【西濃版】

森

　誠
一
教
授

共
同
執
筆

　本
書
は
、東
日
本
大
震
災
に
、医
療
、救
済
、物

資
支
援
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、被
災
調
査
な
ど
多
方

面
か
ら
関
わ
っ
た
岐
阜
県
の
支
援
者
を
中
心
に
、

岐
阜
新
聞
社
報
道
本
部
東
日
本
大
震
災
取
材
班

の
執
筆
し
た
記
事
を
も
と
に
編
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。お
も
に
岩
手
県
大
槌
町
で
支
援
調
査
活
動

を
毎
月
実
施
し
て
い
る
本
学
の
森
教
授
は
、
１２
回

に
わ
た
っ
て
岐
阜
新
聞
に
連
載
し
、支
援
の
方

法
、特
徴
あ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
改
善
、文
化
財

の
実
態
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
課
題
、公
共
の

あ
り
方
な
ど
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
復
興
に
対
し

て
現
実
的
な
観
点
か
ら
提
言
的
に
述
べ
て
い
る
。

震
災
復
興
は
、現
地
の
地
域
経
済
の
み
な
ら
ず
日

本
経
済
の
復
興
た
め
に
、本
学
は
何
ら
か
の
関
わ

り
を
継
続
し
、復
興
の
一
助
と
し
て
展
開
す
べ
き

課
題
と
い
え
る
。

東
日
本
大
震
災

ぎ
ふ

　支
援
の
記
録

岐
阜
新
聞
社

2
0
1
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年
9
月

　趣味は、子どもの頃から続け
ている乗馬です。休日には家
族で乗馬クラブへ出かけます。
現在２頭の馬を所有しており、
1頭は、高校１年生からのパー
トナーで妻より長い付き合い
のある26歳の栗毛のセン馬
と、もう１頭は、競走馬出身の７
歳になる栗毛の牝馬です。息
子や娘と共に馬にまたがり、背
中のゆれを感じながら森林の
中を歩いてリラックスすること
や、馬と共に風を切って疾走
し、障害を飛越することでリフ
レッシュしています。

趣味拝見

新聞報道に見る岐阜経済大学
～最近、学生の皆さんの活躍など、新聞掲載される本学関係の記事が増えています。掲載された記事の一部を紹介します。～

大垣市女性消防隊

福祉実習報告

河合石灰・社長 講義

▲中日新聞　2011年12月23日（金） 【西濃版】 ゼミナール大会
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近
著
紹
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ー
ラ
ン・

エ
リ
ッ
ク
教
授

　フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
現
代
日
本
に

お
け
る
男
性
同
性
愛
に
つ
い
て
の
最
初
の
研
究

で
あ
り
、『
ピ
ン
ク
の
菊
』は
、今
ま
で
の
日
本
学

で
の
紋
切
り
型
か
ら
離
れ
た
分
析
を
提
出
し
て

い
る
。日
本
で
の
同
性
愛
は
、日
常
生
活
か
ら
分

離
さ
れ
、フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
領
域
と
繋
が
っ

て
い
る
。メ
デ
ィ
ア
が
同
性
愛
の
イ
メ
ー
ジ
を
漫

画
化
し
て
い
る
の
は
、ゲ
イ
の
社
会
的
な
不
可
視

性
の
原
因
だ
ろ
う
。異
性
愛
中
心
主
義
の
社
会
が

モ
デ
ル
と
し
て
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、同
性
愛

運
動
の
機
関
や
パ
レ
ー
ド
、圧
力
団
体
を
設
置
す

る
の
は
難
し
く
な
る
。日
本
は
、西
洋
的
な
権
利

要
求
と
明
治
時
代
以
前
の
同
性
的
な
行
為
の
間

に
、〝
三
番
目
の
道
〞を
探
し
て
い
る
。

Les C
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roses
H
om
osexualités m

asculines dans le 
Japon contem

porainC
ollection Japon 
Les B

elles Lettres

2
0
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1978年7月13日生まれ。三重県桑名市出身。子どもの頃からスポーツが大好きで、小学生
の時は、「エースで４番」の野球少年でした。小学３年生より父の勧めで馬術を始め、高校時代
には、全国規模の大会や国民体育大会に入賞しました。そして、全日本学生馬術大会を連覇
する明治大学（商学部）に進学。大学４年間馬術部に所属し、関東、全日本学生馬術大会団体
４連覇に貢献。他の主な戦績は、日韓馬術大会：最優秀選手賞、全日本ダービー選手権：優勝。
馬術部生活は、厩舎の２階を部屋とする合宿所で馬と共に生活を送るもの。大学卒業後は、こ
れまで様々な場面で影響を受けたスポーツを教育的な面から深く学びたいという思いから、
日本体育大学大学院に進学。スポーツと教育に関する研究、とりわけ馬術に関わる教育につ
いて研究しながら、中高保健体育科の教員免許を取得しました。大学院修了後、日本体育大
学にて助手として勤務し、その後、三重県に戻り私立中学校・高等学校（６年制）の保健体育の
教員となりました。附属学校が幼稚園から専門学校まであり、幼稚園、小学校、中学校、高校、
専門学校における体育・スポーツに関わる授業を担当。2009年よりこれまでの教育現場で
の実践を基に研究したいとの思いから愛知県立大学大学院に進学（2011年修了）。2011
年に本学に専任講師として着任し、現在に至ります。家族は、妻、息子（３歳）、娘（１歳）。

 伊藤 嘉人講師

「学校体育は何を教える教科か」 
問い続ける

　私
は
、「
体
育
の
授
業
研
究
」、「
体
育
の
教

科
内
容
」を
中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
も
記
載
し
ま
し
た
が
、昨
年

ま
で
保
健
体
育
教
師
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。教
員
に
な

り
た
て
の
頃
、子
ど
も
た
ち
み
ん
な
が
教
科

の
内
容
を
わ
か
っ
て
で
き
る
よ
う
な
、楽
し

い
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
授
業
を
し
て
い
こ
う

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、実
際
の
と
こ
ろ
、担
当
す
る
ク
ラ
ス
全

員
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
つ
ま
ず
き
を
克

服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、う
ま

く
な
ら
な
い
ま
ま
単
元
が
終
了
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。「
私
の
授
業
が
き
っ
か
け

で
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が
嫌
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」、「
授
業
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
は
何
を
学
ん
だ
の
か
」と
自
分

自
身
の
実
践
を
反
省
し
、教
師
と
し
て
の
存

在
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。そ
し

て
、「
体
育
で
何
を
教
え
る
の
か
」、「
体
育
は

何
を
教
え
る
教
科
な
の
か
」と
自
問
自
答
し

始
め
た
こ
と
が
私
の
研
究
の
始
ま
り
で
す
。

　現
在
の
研
究
課
題
は
、体
育
授
業
に
お
け

る
学
習
集
団
で
す
。「
で
き
具
合
」や「
わ
か

り
具
合
」の
異
な
る
子
ど
も
た
ち
が
、自
分

と
は
異
な
る「
で
き
る
」や「
わ
か
る
」と
関

わ
り
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
中
で
、ど

の
よ
う
な
学
び
合
い
が
あ
る
か
。そ
の
学
び

合
い
の
質
、集
団
の
質
を
高
め
て
い
く
に
は

ど
の
よ
う
に
授
業
を
展
開
し
て
い
け
ば
良

い
か
。実
際
の
授
業
実
践
を
基
に
分
析
・
検

討
し
て
い
ま
す
。

　私
の
研
究
の
ス
タ
ン
ス
は
現
場
主
義
で

す
。研
究
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ら
、混

沌
と
し
た
学
校
教
育
現
場
は
見
え
て
き
ま

せ
ん
。学
校
や
現
場
教
師
と
コ
ン
タ
ク
ト
を

と
り
な
が
ら
共
に
研
究
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、教
職
総
合
演
習

の
学
生
と
共
に
大
垣
市
の
中
学
校
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、長
距
離
走
の
授
業
実
践

を
毎
時
間
記
録
を
取
り
な
が
ら
分
析
し
て

い
ま
す
。ま
た
、私
の
研
究
に
対
す
る
強
い

思
い
は
、「
学
校
現
場
を
元
気
に
す
る
、励
ま

す
こ
と
が
で
き
る
」研
究
で
す
。研
究
を
積

み
重
ね
な
が
ら
学
校
教
育
現
場
に
返
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※この記事は、中日新聞社の許諾を得て転載しています。

▲中日新聞　2011年10月23日（日） 【西濃版】

▲中日新聞　2011年12月6日（火） 【西濃版】

▲中日新聞　2011年12月8日（木） 【西濃版】
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は
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本
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に
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療
、救
済
、物

資
支
援
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、被
災
調
査
な
ど
多
方

面
か
ら
関
わ
っ
た
岐
阜
県
の
支
援
者
を
中
心
に
、

岐
阜
新
聞
社
報
道
本
部
東
日
本
大
震
災
取
材
班

の
執
筆
し
た
記
事
を
も
と
に
編
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。お
も
に
岩
手
県
大
槌
町
で
支
援
調
査
活
動

を
毎
月
実
施
し
て
い
る
本
学
の
森
教
授
は
、
１２
回

に
わ
た
っ
て
岐
阜
新
聞
に
連
載
し
、支
援
の
方

法
、特
徴
あ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
改
善
、文
化
財

の
実
態
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
課
題
、公
共
の

あ
り
方
な
ど
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
復
興
に
対
し

て
現
実
的
な
観
点
か
ら
提
言
的
に
述
べ
て
い
る
。

震
災
復
興
は
、現
地
の
地
域
経
済
の
み
な
ら
ず
日

本
経
済
の
復
興
た
め
に
、本
学
は
何
ら
か
の
関
わ

り
を
継
続
し
、復
興
の
一
助
と
し
て
展
開
す
べ
き

課
題
と
い
え
る
。
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日
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　趣味は、子どもの頃から続け
ている乗馬です。休日には家
族で乗馬クラブへ出かけます。
現在２頭の馬を所有しており、
1頭は、高校１年生からのパー
トナーで妻より長い付き合い
のある26歳の栗毛のセン馬
と、もう１頭は、競走馬出身の７
歳になる栗毛の牝馬です。息
子や娘と共に馬にまたがり、背
中のゆれを感じながら森林の
中を歩いてリラックスすること
や、馬と共に風を切って疾走
し、障害を飛越することでリフ
レッシュしています。

趣味拝見

新聞報道に見る岐阜経済大学
～最近、学生の皆さんの活躍など、新聞掲載される本学関係の記事が増えています。掲載された記事の一部を紹介します。～

大垣市女性消防隊

福祉実習報告

河合石灰・社長 講義

▲中日新聞　2011年12月23日（金） 【西濃版】 ゼミナール大会
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岐経祭岐経祭

味
は

バツ
グン！！

当たるかな？

ラスト岐経祭！

後藤 陽介

経済学科3年
山県高校出身

今年も数々のドラマがあ
りました。皆さん、協力し
ていただきありがとうござ
いました。来年もよろしく！

実行委員長 備品部長

見たか！

中島 慎一

経済学科3年
紀南高校出身

最初は雨降ったけど、晴れ
たぞ～！3年間岐経祭実行
委員やったけど、やって良
かった！

実行副委員長

2

企画部長 GSB総長

最高の学園祭でした

鳥居 大峻

経済学科3年
敦賀高校出身

最後の学園祭でしたが、最
高の思い出になりました。
協力していただいた皆様
ありがとうございました。

装飾部長 装飾補佐

4

colorful☆岐経祭

寒河江 智己

経済学科3年
関高校出身

今年は個性あふれる新メ
ンバーが集まり、準備段階
から楽しませて頂きまし
た！みんなTHANK YOU！

5

お疲れ様でした！

本間 詩織

臨床福祉コミュニティ学科3年
羽茂高校出身

3年間なんだかんだ続け
ることができました。支え
てくれた人たちのおかげ
です。ありがとうございま
した。

ケータリング

6

岐経祭を終えて

鷲見　恵

スポーツ経営学科1年
本巣松陽高校出身

準備から当日の運営まで、
大変でしたが、多くの人に
支えられ、岐経祭を成功さ
せる事ができて良かった
です。

10 飯田 莉奈11 宮川 桂子12

今年の岐経祭を
終えて

青山 秀仁

情報メディア学科1年
中津商業高校出身

初めての岐経祭で、準備期
間はとても大変だったけれ
ど、とても楽しかったです。
来年も頑張りましょう。

13

初めての岐経祭を
終えて

岡本 悠幹

スポーツ経営学科1年
近畿大学附属新宮高校出身

初めての岐経祭でわからな
い事が多く大変でしたが、今
年の経験を活かして来年も
最高の岐経祭にしたいです。

14

一生の思い出
岐経祭2011

岩本 舜汰

スポーツ経営学科1年
浜松学院高校出身

岐経祭を自分達の手で創り
上げられたことは、僕達の一
生の思い出になりました。
岐経祭、本当に楽しかった！！

15
ケータリング

岐経祭を終えて

情報メディア学科1年
起工業高校出身

準備がとても大変でしたが
岐経祭、無事終えることが
出来ました。来年も頑張っ
ていきたいです。

装飾補佐ケータリング
パンフレット

岐経祭いかがでしたか？

情報メディア学科1年
岐阜工業高校出身

まだまだ力不足な所が多々
あり、迷惑をかけることもた
くさんありましたが、素敵な
岐経祭になったと思います！

装飾補佐ケータリング
パンフレット

会計補佐 装飾補佐 装飾補佐 広報補佐 装飾補佐 広報補佐

♪

♯

♪

♪
♪♯

あ

つあ
つの

作り
たて
だよ！

ノリノリです！！

ミナモといっしょにはい！ポーズ！！

おいしいよー！

新鮮
な野
菜は

いか
がですか！？

盛り
上がっ

てます！

３年間頑張って
きました★

加納 朋果

臨床福祉コミュニティ学科3年
大垣養老高校出身

準備等でいろいろと大変
でしたが本番ではライブも
盛り上がり良かったです!!!!

メインパンフレット 装飾

7

岐経祭を終えて

林　悠介

経済学科2年
岐阜農林高校出身

今年は２つの仕事を担当
して、本当に大変でした
が、２つともやり切ること
が出来ました。来年も頑張
りたいです。

8

初めての岐経祭

清水 雄貴

経済学科1年
各務原西高校出身

岐経祭に初参加だったけ
れど、なんとか無事に終
わらせました！！とても楽し
かったッス！！

ケータリング

9
備品補佐
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現役最後の
実行委員を終えて

清水　賢

経済学科3年
郡上北高校出身

僕にとって大学生活は実行
委員から始まったので、達成
感とひとつのゴールライン
に到達できた気がしました。

会計・広報部長

3

　
11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）の
2
日
間
、岐
阜
経
済
大
学
大

学
祭「
岐
経
祭
」を
実
施
し
ま
し
た
。今
年
の
岐
経
祭
の
テ
ー

マ
は『
C
o
l
o
r
f
u
l
』。岐
経
祭
実
行
委
員
の
学
生
達

の「
一
部
の
人
で
学
園
祭
を
創
る
の
で
は
な
く
、一
人
ひ
と
り

が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
、い
ろ
い
ろ
な
そ
の
人

の
〞個
性
〞、〞色
〞を
出
し
、華
や
か
な
岐
経
祭
に
し
よ
う
」と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
無
料
ラ
イ
ブ
は「
ソ
ナ
ー
ポ
ケ
ッ
ト
」の
３
人
が
来

場
。前
夜
の
夜
中
か
ら
整
理
券
を
も
ら
う
た
め
に
ス
タ
ン
バ

イ
し
て
い
る
学
生
も
い
て
、配
布
時
間
に
は
長
蛇
の
列
を
成

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
岐
経
祭
は
、悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、大
い

に
盛
り
上
が
り
大
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。「
学
生
・
教
職
員
、

来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」と
い
う
実
行
委
員
の
想
い
が
全
員
に
伝
わ
り
、参
加
者

全
員
で
一
つ
の
モ
ノ
を
作
り
あ
げ
た
喜
び
と
な
っ
て
、感
動

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

岐経祭実行委員
メンバーのひとこと

1
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岐経祭岐経祭

味
は

バツ
グン！！

当たるかな？

ラスト岐経祭！

後藤 陽介

経済学科3年
山県高校出身

今年も数々のドラマがあ
りました。皆さん、協力し
ていただきありがとうござ
いました。来年もよろしく！

実行委員長 備品部長

見たか！

中島 慎一

経済学科3年
紀南高校出身

最初は雨降ったけど、晴れ
たぞ～！3年間岐経祭実行
委員やったけど、やって良
かった！

実行副委員長

2

企画部長 GSB総長

最高の学園祭でした

鳥居 大峻

経済学科3年
敦賀高校出身

最後の学園祭でしたが、最
高の思い出になりました。
協力していただいた皆様
ありがとうございました。

装飾部長 装飾補佐

4

colorful☆岐経祭

寒河江 智己

経済学科3年
関高校出身

今年は個性あふれる新メ
ンバーが集まり、準備段階
から楽しませて頂きまし
た！みんなTHANK YOU！

5

お疲れ様でした！

本間 詩織

臨床福祉コミュニティ学科3年
羽茂高校出身

3年間なんだかんだ続け
ることができました。支え
てくれた人たちのおかげ
です。ありがとうございま
した。

ケータリング

6

岐経祭を終えて

鷲見　恵

スポーツ経営学科1年
本巣松陽高校出身

準備から当日の運営まで、
大変でしたが、多くの人に
支えられ、岐経祭を成功さ
せる事ができて良かった
です。

10 飯田 莉奈11 宮川 桂子12

今年の岐経祭を
終えて

青山 秀仁

情報メディア学科1年
中津商業高校出身

初めての岐経祭で、準備期
間はとても大変だったけれ
ど、とても楽しかったです。
来年も頑張りましょう。

13

初めての岐経祭を
終えて

岡本 悠幹

スポーツ経営学科1年
近畿大学附属新宮高校出身
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最高の岐経祭にしたいです。

14

一生の思い出
岐経祭2011

岩本 舜汰

スポーツ経営学科1年
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上げられたことは、僕達の一
生の思い出になりました。
岐経祭、本当に楽しかった！！

15
ケータリング

岐経祭を終えて
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パンフレット
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装飾補佐ケータリング
パンフレット
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金融セミナーを開催しました。

就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
中
！

就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
中
！

就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
中
！

就
職
活
動
が「
12
月
か
ら
」と
な
っ
て
、短
期
集
中
決
戦
が
強
い
ら
れ
る
就
活
生
た
ち
。

岐
阜
経
済
大
学
で
は
、３
年
生
対
象
の「
就
活
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
他
に
も
、キ
ャ
リ
ア
形
成
の
授
業
に
て
実
施
す
る「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」や
、

大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
に
て
多
く
の
企
業
に
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
す
る「
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」、

就
職
に
勝
つ
た
め
の「
就
勝
特
別
講
座
」、「
女
子
学
生
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
」な
ど
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
手
に
利
用
し
て
、企
業
に
ア
タ
ッ
ク
し
よ
う
。

▲流通業界　
青山商事株式会社  大垣店店長  
長谷川 晴紀さん
（2000年度 経済学部経済学科卒業/
 常葉学園菊川高校出身）

▲食品業界　
名古屋製酪株式会社  人事課係長　
榊原 宏之さん
（1979年度 経済学部経済学科卒業/
 新居高校出身）

▲公務員（警察）　
岐阜県警岐阜羽島警察署  地域課警部補　
鈴村 泰博さん
（1984年度 経済学部経済学科卒業/
 名古屋大谷高校出身）

▲スポーツ業界　
株式会社スポーツワン  
恒見 愛里さん 
（2010年度 経営学部スポーツ経営学科卒業/
 安城学園高校出身）

▲株式会社アイバック
武部 誉裕さん

▲株式会社ジーオフィス  
砂川 政二さん

　
Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー
は
、本
学
卒
業
生
に
よ
る
学
生
の

就
職
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々

に
メ
ン
タ
ー
と
し
て
登
録
い
た
だ
い
て
お
り
、業
種

も
多
方
面
に
及
び
ま
す
。

　
自
身
の
進
路
を
決
定
し
て
い
く
た
め
の
事
前
準
備
と

し
て
、様
々
な
業
界
を
知
り
、自
分
に
合
っ
た
業
界
を
研

究
す
る
こ
と
は
、就
職
活
動
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、流
通
業
界
、食
品
業
界
、公
務
員（
警
察
）、ス

ポ
ー
ツ
業
界
の
４
つ
の
業
界
か
ら
Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー
を
招

聘
し
、具
体
的
な
仕
事
の
内
容
、業
界
を
取
り
巻
く
環
境

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
具
体
的
な
話
で
分
か
り

や
す
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー

へ
の
質
問
も
出
さ
れ
る
な
ど
積
極
的
な
や
り
取
り
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー
に
よ
る
業
界
研
究

　
12
月
7
日（
水
）、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
対
策
講
座
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
学
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
出
身
者
が
在
籍

し
、卒
業
後
は
自
分
の
地
元
に
戻
っ
て
就
職
し
た

い
と
い
う
希
望
を
も
つ
学
生
も
多
い
た
め
、地
方

で
の
就
職
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
す
。当
日
は
、

沖
縄
と
北
陸
・
上
信
越
出
身
者
に
分
か
れ
、そ
の

地
域
で
就
職
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
企
業
か
ら
講

師
を
招
い
て
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
ポ
イ
ン
ト
や
留

意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。講
師
は
、沖
縄
の
株

式
会
社
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス
の
代
表
取
締
役
　
砂
川

政
二
氏
と
、北
陸
の
株
式
会
社
ア
イ
バ
ッ
ク
名
古

屋
オ
フ
ィ
ス
の
武
部
誉
裕
氏
。特
に
沖
縄
グ
ル
ー

プ
で
は
、講
座
終
了
後
も
希
望
者
に
よ
る
個
別
の

具
体
的
な
就
職
相
談
が
行
わ
れ
、不
安
が
解
消
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
活
動
は
、経
費
も
か
か
り
ま
す

し
、何
よ
り
就
職
活
動
時
間
の
確
保
の
た
め
に
確

実
に
単
位
を
取
得
す
る
な
ど
し
、大
学
に
頻
繁
に

来
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
は
作
ら
な
い
な
ど

事
前
の
準
備
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。イ

メ
ー
ジ
や
思
い
込
み
な
ど
が
先
行
し
が
ち
な
遠

距
離
の
就
職
活
動
の
落
と
し
穴
に
落
ち
な
い
よ

う
、そ
し
て
、採
用
情
報
に
も
自
分
な
り
の
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
、企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

流
れ
を
逃
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
お
く
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
効
率
的
な
就
職
活
動
に
繋
が
り
ま

す
。参
加
し
た
学
生
は
、〝
戦
略
〞と〝
計
画
〞な
ど

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
自
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
対
策
講
座

　中学の頃、決して真面目ではなかった私を、温かく励ま
して引き上げてくれた当時の体育の先生の影響で、私は、
大学に入学した当初より保健体育の教員になりたいと強
く思っておりました。そこで、就職活動は行わず教員採用
試験一本に絞り日々試験対策を行ってきました。教員採
用試験は受験する自治体によって特色や傾向が異なりま
す。そのため最初に自分が受験する自治体の情報収集か
ら始め、次に過去の試験問題や何冊もの問題集をひたす
ら解いていきました。そして、採用試験が近くなってきた
頃からは面接対策にも積極的に取り組みました。それま
でにも度々、教職課程支援室の職員の方やキャリアアド
バイザーの先生方に指導していただきましたが、一次試
験に合格してからはなお一層厳しく指導をしていただき

ました。正直なところ、その日々の中で不安に思うことも
多くありましたが、そんな時は中学校から続けてきた陸上
競技で培った持前のハングリー精神と決して諦めないと
いう強い気持ち、そして絶対に現役で合格して教師になる
という固い意志で乗り越えてきました。このような取り組
みが実を結び、晴れて奈良県の教員採用試験に現役合格
することができました。
　教員を目指す学生のみならず、就職活動をする学生の皆
さんに伝えたい事が二つあります。一つ目は、日頃からの
生活や行いを大切にして、自分を日々成長させていってく
ださい。自分を成長させるきっかけは意外と身近に転がっ
ています。まずはそれを探してみてください。そして二つ目
は、何事にも継続して取り組んでください。学業やクラブ
活動、それ以外の事でもかまいません。そのような事を一
つ見つけて取り組んでみてください。「継続は力なり」とい
う言葉があるように、すぐに諦めて投げ出すのではなく、自
分を信じて継続して取り組むことで必ず何か見えてくるも
のがあります。そうしたことを基礎・基本として努力するこ
とで、夢や目標を現実にしていってほしいと思います。

髙橋 謙太朗さん
（スポーツ経営学科4年
 添上高校出身）

念願の体育教員に！
奈良県教員採用試験 現役合格

　2011年10月より、４回シリーズで金融セミナーを開催しました。
　銀行や信用金庫などの金融系企業を希望する、あるいは業界研究を
進めている学生が参加し、毎回熱の入った講義が展開されました。

　第1･2回目はシンクタンクにより、金融業界の現状から
将来展望について、業界研究講座を開講しました。第3･4
回は地域の金融機関である地方銀行及び信用金庫の役割
について、企業研究講座を開講しました。
　シリーズ全般を通して、金融業界の現状から具体的な業
務まで、研究・理解を深めることができました。

第１回 （10/26）

「金融業界の就活の進め方」　（株）共立総合研究所

第2回 （11/2）

「金融業界を知る。日頃から注目しておくこと」　（株）共立総合研究所

第3回 （11/9）

「地域金融機関として信用金庫の求める人材」　大垣信用金庫

第4回 （12/14）

「銀行の業務、銀行マンの仕事について」　（株）大垣共立銀行
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金融セミナーを開催しました。

就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
中
！

就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
中
！

就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
中
！

就
職
活
動
が「
12
月
か
ら
」と
な
っ
て
、短
期
集
中
決
戦
が
強
い
ら
れ
る
就
活
生
た
ち
。

岐
阜
経
済
大
学
で
は
、３
年
生
対
象
の「
就
活
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
他
に
も
、キ
ャ
リ
ア
形
成
の
授
業
に
て
実
施
す
る「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」や
、

大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
に
て
多
く
の
企
業
に
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
す
る「
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」、

就
職
に
勝
つ
た
め
の「
就
勝
特
別
講
座
」、「
女
子
学
生
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座
」な
ど
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
手
に
利
用
し
て
、企
業
に
ア
タ
ッ
ク
し
よ
う
。

▲流通業界　
青山商事株式会社  大垣店店長  
長谷川 晴紀さん
（2000年度 経済学部経済学科卒業/
 常葉学園菊川高校出身）

▲食品業界　
名古屋製酪株式会社  人事課係長　
榊原 宏之さん
（1979年度 経済学部経済学科卒業/
 新居高校出身）

▲公務員（警察）　
岐阜県警岐阜羽島警察署  地域課警部補　
鈴村 泰博さん
（1984年度 経済学部経済学科卒業/
 名古屋大谷高校出身）

▲スポーツ業界　
株式会社スポーツワン  
恒見 愛里さん 
（2010年度 経営学部スポーツ経営学科卒業/
 安城学園高校出身）

▲株式会社アイバック
武部 誉裕さん

▲株式会社ジーオフィス  
砂川 政二さん

　
Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー
は
、本
学
卒
業
生
に
よ
る
学
生
の

就
職
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々

に
メ
ン
タ
ー
と
し
て
登
録
い
た
だ
い
て
お
り
、業
種

も
多
方
面
に
及
び
ま
す
。

　
自
身
の
進
路
を
決
定
し
て
い
く
た
め
の
事
前
準
備
と

し
て
、様
々
な
業
界
を
知
り
、自
分
に
合
っ
た
業
界
を
研

究
す
る
こ
と
は
、就
職
活
動
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、流
通
業
界
、食
品
業
界
、公
務
員（
警
察
）、ス

ポ
ー
ツ
業
界
の
４
つ
の
業
界
か
ら
Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー
を
招

聘
し
、具
体
的
な
仕
事
の
内
容
、業
界
を
取
り
巻
く
環
境

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
具
体
的
な
話
で
分
か
り

や
す
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー

へ
の
質
問
も
出
さ
れ
る
な
ど
積
極
的
な
や
り
取
り
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
メ
ン
タ
ー
に
よ
る
業
界
研
究

　
12
月
7
日（
水
）、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
対
策
講
座
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
学
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
出
身
者
が
在
籍

し
、卒
業
後
は
自
分
の
地
元
に
戻
っ
て
就
職
し
た

い
と
い
う
希
望
を
も
つ
学
生
も
多
い
た
め
、地
方

で
の
就
職
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
す
。当
日
は
、

沖
縄
と
北
陸
・
上
信
越
出
身
者
に
分
か
れ
、そ
の

地
域
で
就
職
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
企
業
か
ら
講

師
を
招
い
て
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
ポ
イ
ン
ト
や
留

意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。講
師
は
、沖
縄
の
株

式
会
社
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス
の
代
表
取
締
役
　
砂
川

政
二
氏
と
、北
陸
の
株
式
会
社
ア
イ
バ
ッ
ク
名
古

屋
オ
フ
ィ
ス
の
武
部
誉
裕
氏
。特
に
沖
縄
グ
ル
ー

プ
で
は
、講
座
終
了
後
も
希
望
者
に
よ
る
個
別
の

具
体
的
な
就
職
相
談
が
行
わ
れ
、不
安
が
解
消
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
活
動
は
、経
費
も
か
か
り
ま
す

し
、何
よ
り
就
職
活
動
時
間
の
確
保
の
た
め
に
確

実
に
単
位
を
取
得
す
る
な
ど
し
、大
学
に
頻
繁
に

来
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
は
作
ら
な
い
な
ど

事
前
の
準
備
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。イ

メ
ー
ジ
や
思
い
込
み
な
ど
が
先
行
し
が
ち
な
遠

距
離
の
就
職
活
動
の
落
と
し
穴
に
落
ち
な
い
よ

う
、そ
し
て
、採
用
情
報
に
も
自
分
な
り
の
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
、企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

流
れ
を
逃
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
お
く
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
効
率
的
な
就
職
活
動
に
繋
が
り
ま

す
。参
加
し
た
学
生
は
、〝
戦
略
〞と〝
計
画
〞な
ど

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
自
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
対
策
講
座

　中学の頃、決して真面目ではなかった私を、温かく励ま
して引き上げてくれた当時の体育の先生の影響で、私は、
大学に入学した当初より保健体育の教員になりたいと強
く思っておりました。そこで、就職活動は行わず教員採用
試験一本に絞り日々試験対策を行ってきました。教員採
用試験は受験する自治体によって特色や傾向が異なりま
す。そのため最初に自分が受験する自治体の情報収集か
ら始め、次に過去の試験問題や何冊もの問題集をひたす
ら解いていきました。そして、採用試験が近くなってきた
頃からは面接対策にも積極的に取り組みました。それま
でにも度々、教職課程支援室の職員の方やキャリアアド
バイザーの先生方に指導していただきましたが、一次試
験に合格してからはなお一層厳しく指導をしていただき

ました。正直なところ、その日々の中で不安に思うことも
多くありましたが、そんな時は中学校から続けてきた陸上
競技で培った持前のハングリー精神と決して諦めないと
いう強い気持ち、そして絶対に現役で合格して教師になる
という固い意志で乗り越えてきました。このような取り組
みが実を結び、晴れて奈良県の教員採用試験に現役合格
することができました。
　教員を目指す学生のみならず、就職活動をする学生の皆
さんに伝えたい事が二つあります。一つ目は、日頃からの
生活や行いを大切にして、自分を日々成長させていってく
ださい。自分を成長させるきっかけは意外と身近に転がっ
ています。まずはそれを探してみてください。そして二つ目
は、何事にも継続して取り組んでください。学業やクラブ
活動、それ以外の事でもかまいません。そのような事を一
つ見つけて取り組んでみてください。「継続は力なり」とい
う言葉があるように、すぐに諦めて投げ出すのではなく、自
分を信じて継続して取り組むことで必ず何か見えてくるも
のがあります。そうしたことを基礎・基本として努力するこ
とで、夢や目標を現実にしていってほしいと思います。

髙橋 謙太朗さん
（スポーツ経営学科4年
 添上高校出身）

念願の体育教員に！
奈良県教員採用試験 現役合格

　2011年10月より、４回シリーズで金融セミナーを開催しました。
　銀行や信用金庫などの金融系企業を希望する、あるいは業界研究を
進めている学生が参加し、毎回熱の入った講義が展開されました。

　第1･2回目はシンクタンクにより、金融業界の現状から
将来展望について、業界研究講座を開講しました。第3･4
回は地域の金融機関である地方銀行及び信用金庫の役割
について、企業研究講座を開講しました。
　シリーズ全般を通して、金融業界の現状から具体的な業
務まで、研究・理解を深めることができました。

第１回 （10/26）

「金融業界の就活の進め方」　（株）共立総合研究所

第2回 （11/2）

「金融業界を知る。日頃から注目しておくこと」　（株）共立総合研究所

第3回 （11/9）

「地域金融機関として信用金庫の求める人材」　大垣信用金庫

第4回 （12/14）

「銀行の業務、銀行マンの仕事について」　（株）大垣共立銀行
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開
幕
戦
に
は
快
勝
し
た
も
の
の
、そ
の
後
の
上
位
校

（
２
校
）に
僅
差
で
４
連
敗
を
喫
し
勝
点
を
奪
う
こ
と
が

で
き
ず
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、春
季
の
悔
し
さ
を
経
験
し
た
部
員

た
ち
は「
残
り
６
戦
を
全
勝
！
」を
合
言
葉
に
強
い
気
持

ち
を
全
面
に
押
し
出
し
最
後
ま
で
ひ
る
む
こ
と
な
く
連

戦
連
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
目
標
は
優
勝
」各
大
学
と
も
そ
の
チ
ー
ム
力

は
年
々
上
昇
し
拮
抗
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
冬
季
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
を
強
く
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

　
春
季
リ
ー
グ
戦
を
前
に
２
月
中
旬
か
ら
は
大
分
県
津

久
見
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
等
も
予
定
し
て
お
り
心
技
体
の

更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
部
員
一
同
が
気
持
ち
を

ひ
と
つ
に
頑
張
り
抜
く
覚
悟
で
す
。

　
ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、秋
季
新
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
優
勝
し
ま

し
た
。

２
０
１
１
年
度
秋
季

岐
阜
学
生
野
球
リ
ー
グ
戦
を
振
り
返
っ
て

硬
式
野
球
部
　
総
監
督

塚
田

　勝

主将　村上 滉平
（スポーツ経営学科３年 常葉学園菊川高校出身）

硬式野球部

　
サ
ッ
カ
ー
部
の
２
０
１
１
年
度
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
し
ま

し
た
。本
年
度
も
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。選
手
、ス
タ
ッ
フ
一
同
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。東
海
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
で
は
、昨
年
度

入
れ
替
え
戦
を
経
験
し
て
い
た
の
で
、入
れ
替
え
戦
に
回

ら
な
い
よ
う
に
、ま
た
、目
標
と
し
て
い
る
５
位
以
内
を
目

指
し
て
戦
い
ま
し
た
。結
果
は
、５
勝
１１
敗
２
分
で
７
位
と

な
り
、目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、な
ん
と
か
１

部
残
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。５
月
に
行
わ
れ
た
東

海
学
生
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
は
、準
々
決
勝
で
浜
松
大
学

に
４

－

１
で
負
け
て
し
ま
い
昨
年
度
と
同
じ
ベ
ス
ト
８
と

い
う
結
果
で
し
た
。８
月
に
行
わ
れ
た
天
皇
杯
出
場
を
か

け
た
岐
阜
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
は
、決
勝
戦
で
Ｆ

Ｃ
岐
阜
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
に
７

－

０
の
大
差
で
負
け
て
し
ま

い
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
ま
た
、２
軍
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
リ
ー
グ
２
０
１
１（
東
海
）で
は
、予
選
３
位
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
も
の
の
１
回
戦
で
中
京
大

学
Ａ
に
５

－

１
で
負
け
、５
・
６
位
決
定
戦
で
は
、浜
松
大

学
に
４

－

１
で
負
け
て
し
ま
い
全
体
の
６
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　
本
年
度
は
、全
チ
ー
ム
と
も
勝
て
る
試
合
で
勝
ち
切
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
来
年
度
か
ら
は
、し
っ
か
り

勝
ち
き
れ
る
よ
う
に
、ま
た
、ず
っ
と
目
標
と
し
て
い
る
東

海
リ
ー
グ
５
位
以
内
、天
皇
杯
出
場
を
達
成
で
き
る
よ
う

に
日
々
の
練
習
か
ら
精
進
し
て
い
き
、良
い
結
果
が
報
告

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。来
年
度
も
ご
声
援
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲左から ベストナイン
　　　　　 投　手　比嘉 智哉さん（スポーツ経営学科2年 沖縄水産高校出身）
　　　　　 二塁手　高野 友裕さん（スポーツ経営学科3年 大垣西高校出身）
　　　　盗塁王　吉田 勁太さん（スポーツ経営学科3年 静清高校出身）

サッカー部２０１１年度の
記録と今後の抱負

サッカー部

７勝４敗（勝点３） ３位
春季の雪辱に燃えて臨んだリーグ戦

東海大学男女リーグ戦秋季大会　　2部リーグ優勝
岐阜県大学男女リーグ戦秋季大会　1部リーグ優勝

　
23
年
度
の
目
標
は「
東
海
リ
ー
グ
1
部
昇
格
」で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
1

年
間
、練
習
や
合
宿
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
春
季
リ
ー
グ
で
2
部
昇
格
、秋
季
リ
ー

グ
で
は
2
部
優
勝
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、一
番
の
目
標
で
あ
っ
た
1
部
と
の
入
れ

替
え
戦
の
時
に
は
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。来
年
度

こ
そ
は
、こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
1
部
昇
格
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）に
名
古
屋
市
瑞
穂
陸

上
競
技
場
に
て
行
わ
れ
た「
第
38
回
東
海
学
生
陸
上

競
技
秋
季
選
手
権
大
会
」（
東
海
学
生
陸
上
競
技
連

盟
主
催
）に
お
い
て
、本
学
陸
上
競
技
部
か
ら
出
場

し
た
学
生
が
5
種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
特
に
男
子
1
1
0
m
ハ
ー
ド
ル
と
女
子
ハ
ン

マ
ー
投
に
お
い
て
は
、来
年
度
全
日
本
イ
ン
カ
レ
参

加
標
準
記
録
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
４
×

4
0
0
m
リ
レ
ー
、走
幅
跳
の
両
種
目
と
も
、本
学

が
3
連
覇
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
大
会
は
3
月
に
行
わ
れ
る
台
湾
遠
征
東

海
学
連
選
手
団
の
選
考
を
兼
ね
て
お
り
、金
城
侑
輝

さ
ん
、増
田
マ
キ
さ
ん
、松
田
小
巻
さ
ん
が
代
表
し

て
台
湾
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

女子バレーボール部

監
督
　
勝
俣 

康
之

●男子1500m　優勝　4分02秒82
金城 侑輝　スポーツ経営学科3年（沖縄：興南高校出身）

●男子4×100mリレー　優勝　41秒44
大和 正作　経済学科2年（富山：新川高校出身）
増田 　貴　スポーツ経営学科1年（静岡：島田樟誠高校出身）
上床 祐輔　スポーツ経営学科2年（大阪：近畿大学附属高校出身）
岡部 知久　経済学科3年（兵庫：兵庫工業高校出身）

●男子4×400mリレー　優勝　3分14秒60
小牟礼 尚也　スポーツ経営学科3年（兵庫：飾磨工業高校出身）
市野 泰地　　スポーツ経営学科1年（三重：津商業高校出身）
高橋 拓也　　スポーツ経営学科1年（岐阜：岐南工業高校出身）
田中 翔也　　スポーツ経営学科2年（兵庫：飾磨工業高校出身）

●女子走幅跳　優勝　5m43
増田 マキ　スポーツ経営学科2年（静岡：島田商業高校出身）

●女子ハンマー投　優勝　44m90
松田 小巻　スポーツ経営学科2年（京都：加悦谷高校出身）

東海大学男女リーグ戦秋季大会　2部リーグ試合結果　2部優勝

○ 3－1  皇學館大学
○ 3－2  星城大学

○ 3－1  名古屋文理大学
○ 3－0  岐阜聖徳学園大学

○ 3－2  椙山女学園大学

　
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

優
勝
で
き
ま
し
た
。春
に
は
目
標
の
1
部
に
上

が
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

主
将
　
原

　知
里
さ
ん
　

　  

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年（
大
垣
養
老
高
校
出
身
）

陸上競技部 東海学生秋季大会５種目で優勝！
2011.10/15～16

▲女子ハンマー投 優勝の松田 小巻さん ▲女子走幅跳 優勝の増田 マキさん
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開
幕
戦
に
は
快
勝
し
た
も
の
の
、そ
の
後
の
上
位
校

（
２
校
）に
僅
差
で
４
連
敗
を
喫
し
勝
点
を
奪
う
こ
と
が

で
き
ず
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、春
季
の
悔
し
さ
を
経
験
し
た
部
員

た
ち
は「
残
り
６
戦
を
全
勝
！
」を
合
言
葉
に
強
い
気
持

ち
を
全
面
に
押
し
出
し
最
後
ま
で
ひ
る
む
こ
と
な
く
連

戦
連
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
目
標
は
優
勝
」各
大
学
と
も
そ
の
チ
ー
ム
力

は
年
々
上
昇
し
拮
抗
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
冬
季
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
を
強
く
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

　
春
季
リ
ー
グ
戦
を
前
に
２
月
中
旬
か
ら
は
大
分
県
津

久
見
市
で
の
キ
ャ
ン
プ
等
も
予
定
し
て
お
り
心
技
体
の

更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
部
員
一
同
が
気
持
ち
を

ひ
と
つ
に
頑
張
り
抜
く
覚
悟
で
す
。

　
ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、秋
季
新
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
優
勝
し
ま

し
た
。

２
０
１
１
年
度
秋
季

岐
阜
学
生
野
球
リ
ー
グ
戦
を
振
り
返
っ
て

硬
式
野
球
部
　
総
監
督

塚
田

　勝

主将　村上 滉平
（スポーツ経営学科３年 常葉学園菊川高校出身）

硬式野球部

　
サ
ッ
カ
ー
部
の
２
０
１
１
年
度
シ
ー
ズ
ン
が
終
了
し
ま

し
た
。本
年
度
も
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。選
手
、ス
タ
ッ
フ
一
同
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。東
海
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
で
は
、昨
年
度

入
れ
替
え
戦
を
経
験
し
て
い
た
の
で
、入
れ
替
え
戦
に
回

ら
な
い
よ
う
に
、ま
た
、目
標
と
し
て
い
る
５
位
以
内
を
目

指
し
て
戦
い
ま
し
た
。結
果
は
、５
勝
１１
敗
２
分
で
７
位
と

な
り
、目
標
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、な
ん
と
か
１

部
残
留
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。５
月
に
行
わ
れ
た
東

海
学
生
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
は
、準
々
決
勝
で
浜
松
大
学

に
４

－

１
で
負
け
て
し
ま
い
昨
年
度
と
同
じ
ベ
ス
ト
８
と

い
う
結
果
で
し
た
。８
月
に
行
わ
れ
た
天
皇
杯
出
場
を
か

け
た
岐
阜
県
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
は
、決
勝
戦
で
Ｆ

Ｃ
岐
阜
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
に
７

－

０
の
大
差
で
負
け
て
し
ま

い
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
ま
た
、２
軍
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
リ
ー
グ
２
０
１
１（
東
海
）で
は
、予
選
３
位
で
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
も
の
の
１
回
戦
で
中
京
大

学
Ａ
に
５

－

１
で
負
け
、５
・
６
位
決
定
戦
で
は
、浜
松
大

学
に
４

－

１
で
負
け
て
し
ま
い
全
体
の
６
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　
本
年
度
は
、全
チ
ー
ム
と
も
勝
て
る
試
合
で
勝
ち
切
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
来
年
度
か
ら
は
、し
っ
か
り

勝
ち
き
れ
る
よ
う
に
、ま
た
、ず
っ
と
目
標
と
し
て
い
る
東

海
リ
ー
グ
５
位
以
内
、天
皇
杯
出
場
を
達
成
で
き
る
よ
う

に
日
々
の
練
習
か
ら
精
進
し
て
い
き
、良
い
結
果
が
報
告

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。来
年
度
も
ご
声
援
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲左から ベストナイン
　　　　　 投　手　比嘉 智哉さん（スポーツ経営学科2年 沖縄水産高校出身）
　　　　　 二塁手　高野 友裕さん（スポーツ経営学科3年 大垣西高校出身）
　　　　盗塁王　吉田 勁太さん（スポーツ経営学科3年 静清高校出身）

サッカー部２０１１年度の
記録と今後の抱負

サッカー部

７勝４敗（勝点３） ３位
春季の雪辱に燃えて臨んだリーグ戦

東海大学男女リーグ戦秋季大会　　2部リーグ優勝
岐阜県大学男女リーグ戦秋季大会　1部リーグ優勝

　
23
年
度
の
目
標
は「
東
海
リ
ー
グ
1
部
昇
格
」で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
1

年
間
、練
習
や
合
宿
を
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
春
季
リ
ー
グ
で
2
部
昇
格
、秋
季
リ
ー

グ
で
は
2
部
優
勝
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、一
番
の
目
標
で
あ
っ
た
1
部
と
の
入
れ

替
え
戦
の
時
に
は
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。来
年
度

こ
そ
は
、こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
1
部
昇
格
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）に
名
古
屋
市
瑞
穂
陸

上
競
技
場
に
て
行
わ
れ
た「
第
38
回
東
海
学
生
陸
上

競
技
秋
季
選
手
権
大
会
」（
東
海
学
生
陸
上
競
技
連

盟
主
催
）に
お
い
て
、本
学
陸
上
競
技
部
か
ら
出
場

し
た
学
生
が
5
種
目
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
特
に
男
子
1
1
0
m
ハ
ー
ド
ル
と
女
子
ハ
ン

マ
ー
投
に
お
い
て
は
、来
年
度
全
日
本
イ
ン
カ
レ
参

加
標
準
記
録
を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
４
×

4
0
0
m
リ
レ
ー
、走
幅
跳
の
両
種
目
と
も
、本
学

が
3
連
覇
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
大
会
は
3
月
に
行
わ
れ
る
台
湾
遠
征
東

海
学
連
選
手
団
の
選
考
を
兼
ね
て
お
り
、金
城
侑
輝

さ
ん
、増
田
マ
キ
さ
ん
、松
田
小
巻
さ
ん
が
代
表
し

て
台
湾
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

女子バレーボール部

監
督
　
勝
俣 

康
之

●男子1500m　優勝　4分02秒82
金城 侑輝　スポーツ経営学科3年（沖縄：興南高校出身）

●男子4×100mリレー　優勝　41秒44
大和 正作　経済学科2年（富山：新川高校出身）
増田 　貴　スポーツ経営学科1年（静岡：島田樟誠高校出身）
上床 祐輔　スポーツ経営学科2年（大阪：近畿大学附属高校出身）
岡部 知久　経済学科3年（兵庫：兵庫工業高校出身）

●男子4×400mリレー　優勝　3分14秒60
小牟礼 尚也　スポーツ経営学科3年（兵庫：飾磨工業高校出身）
市野 泰地　　スポーツ経営学科1年（三重：津商業高校出身）
高橋 拓也　　スポーツ経営学科1年（岐阜：岐南工業高校出身）
田中 翔也　　スポーツ経営学科2年（兵庫：飾磨工業高校出身）

●女子走幅跳　優勝　5m43
増田 マキ　スポーツ経営学科2年（静岡：島田商業高校出身）

●女子ハンマー投　優勝　44m90
松田 小巻　スポーツ経営学科2年（京都：加悦谷高校出身）

東海大学男女リーグ戦秋季大会　2部リーグ試合結果　2部優勝

○ 3－1  皇學館大学
○ 3－2  星城大学

○ 3－1  名古屋文理大学
○ 3－0  岐阜聖徳学園大学

○ 3－2  椙山女学園大学

　
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

優
勝
で
き
ま
し
た
。春
に
は
目
標
の
1
部
に
上

が
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

主
将
　
原

　知
里
さ
ん
　

　  

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
3
年（
大
垣
養
老
高
校
出
身
）

陸上競技部 東海学生秋季大会５種目で優勝！
2011.10/15～16

▲女子ハンマー投 優勝の松田 小巻さん ▲女子走幅跳 優勝の増田 マキさん
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第8回岐阜経済大学レガッタを開催。第8回岐阜経済大学レガッタを開催。

安斎育郎氏講演会を開催。
「福島原発事故と食卓の放射能汚染」
安斎育郎氏講演会を開催。
「福島原発事故と食卓の放射能汚染」

保屋野初子氏講演会を開催。
「豊かな流域の恩恵を受け続けるため
  に住民の知を」

保屋野初子氏講演会を開催。
「豊かな流域の恩恵を受け続けるため
  に住民の知を」
　10月26日（水）環境ジャーナリストの保屋野初子氏を
講師に迎え、本学学会が主催する公開講演会を開催しま
し、地域住民の皆様や、本学学生ら約180名が耳を傾け
ました。
　同氏は、「『私たちの流域』を意識することが重要。
これにより流域を仲立ちにした人と人とのつながりなど
を取り戻せるのではないか」と訴えました。

公共政策学科開設プレイベント「高校生作文コンクール」表彰式を開催。公共政策学科開設プレイベント「高校生作文コンクール」表彰式を開催。

　来春経済学部に開設予定である、公共政策学科プレイベン
トとして「高校生作文コンクール」を実施し、「新しい公共と
は何か～つながりで創るこれからの社会～」をテーマに、全
国14都道府県30高校の159名から応募がありました。厳正
な選考の結果、最優秀賞には池田高等学校3年の河村真彩
さんが書いた「住民と自治体」が輝きました。河村さんは作

文中で、自分の村が市町村合併により近隣の町と合併したこ
とによるメリットとデメリットについて実体験を交えた考察
と、よりよい合併のあり方として、住民と自治体の関係を密
にする対話の必要性とその効果までをも結論づけたことが、
評価されました。皆さん、おめでとうございます。

　12月1日（木）、本学地域経済研究所主催の安斎育郎氏による公開講演会
を開催しました。安斎氏は、放射線は自然のものも、人工のものも等しく危険
であることや、なぜ子どもは大人よりも放射線から守られるべきなのか、外部
被曝や内部被曝から身を守る方法などについて詳細に説明し、地域住民、本
学学生など約350名の参加者が熱心に聞き入っていました。

河村 真彩さん

山中 麻帆さん

桑原　楓さん

松田　遊さん

小竹 輝彰さん

佐野 有紀さん

森 有里花さん

岡田 直弥さん

山田 莉菜さん

住民と自治体

護りたい気持ちと行動

新しい公共について

住民主導による開発

主体的な公共

未来への一歩

新しいつながり
～図書館を通してつながる～

弱者と当事者意識
－真のつながりとは－

新しい公共と
これからの社会のあり方

岐阜県立池田高校3年

岐阜県立大垣東高校3年

岐阜県立池田高校2年

香川県立高松西高校3年

岐阜県立大垣北高校2年

岐阜県立大垣桜高校3年

岐阜県立大垣南高校3年

岐阜県立岐阜商業高校3年

三重県　鈴鹿高校2年

最優秀賞

岐阜県知事賞

大垣市長賞

優秀賞

佳　作

〈受賞者一覧〉

前列右から 河村さん、山中さん、桑原さん、松田さん
後列右から 小竹さん、佐野さん、森さん、山田さん

江西師範大学からの短期留学生を紹介します。江西師範大学からの短期留学生を紹介します。

王　弈さん （スポーツ経営学科）
オウ エキ

　10月23日（日）、長良川国際レガッタコースにおい
て、岐阜経済大学レガッタを開催し、地域住民の皆様を
はじめ本学学生など約130名の参加がありました。
　この大会は、多くの方にボート競技の楽しさを知って
いただき、ボート競技の普及につながることを目的とし
て、本学ボート部が毎年開催しています。
　上位3位までのチームと敢闘賞に選ばれた2チーム
が、表彰され、優勝は大垣市ボート協会の「水都ローイ
ングD」チームでした。
　参加者のみなさんは健闘を讃え合い、「来年も会いま
しょう」と声をかけあっていました。

　私は､中国の江西師範大学で国際ビ
ジネス日本語を専門とする3年生です。
　高校時代から日本の戦国時代の歴
史に興味があって､織田信長の物語から「岐阜」という名を知
り､関ケ原の戦いの話で「大垣城」という城があることも知りま
した。そこで、日本への留学先を決めるとき､「大垣城」と同じ
ところにある「岐阜経済大学」にすぐ目が留まりました｡
　留学生活を始めたばかりの時から､岐阜経済大学は「しっか
りしている大学だ」という印象でした｡施設も整っているし､先
生方の仕事の真面目さと丁寧さに感服しました。今の留学生
活でも、先生方にいろいろとお世話になっています｡「大学は
いつでも学生たちの味方だ」ということは､この大学ではしっ
かり実践されていると感じます。
　この間､「岐経祭」がありました。私は特に積極的に参加した
わけではなく、ただ見学に行っただけですが､貴重な思い出に
なりました｡
　私はまだ日本人の友だちもいない、一人の外国人なので､

その祭りの雰囲気に溶け込みにくいかも知れません。知人か
ら、「祭りの時は､特に日本人と距離感がある。なぜなら､仲間
として入れてもらいにくい感じが強いからだ」という話も聞い
たことがありますが､それでも私は「岐経祭」に感動しました。
この大学の学生の皆さんが打ち上げた花火のような、「爆発す
る情熱」と「活力」と「創造的な発想」､「友達同士の温かい絆と
友情」を学園祭で強烈に感じました。「これこそ青春､これこそ
大学生生活､これこそ空に飛翔している自由な精神､これこそ
マイ ユニーク カラー!」と､私の中の若者の心が、強烈に共鳴
しました。私は､「祭りの最後まで見届けられてよかった」と思
いました。
　「他の学校はこれよりずっとすごい学園祭もあるよ」と言わ
れるかもしれませんが､私は絶対､この大学は､この大学なら
ではの独特な感動を与えてくれる場所だと思います｡
　私は､積極的に人に話しかけようとするタイプではないの
で、まだ日本人の友達ができていないのですが､これから勇気
をもって友達を求めようと思います。
　この大学､この町､この国について､より深く知りたいし､そ
れ以上に日本人の皆さんにも､中国のことをより深く理解して
いただいて､お互いの理解を深めたいです｡

岐阜経済大学校友会
創立４０周年記念式典を実施。
岐阜経済大学校友会
創立４０周年記念式典を実施。

　11月20日（日）、岐阜経済大学講堂において、第18回校
友会総会及び創設40周年記念式典を開催しました。当日は
全国各地から多数の校友が集い、安田良邦校友会長の挨拶
を始め、土屋嶢理事長、谷江幸雄学長、小川敏大垣市長から
祝辞をいただきました。
　記念事業として行われた企画・広報部会、組織部会による
各事業のほか、母校興隆に関する提言づくり委員会では、多
くの校友の方々から大学に対する率直なご意見や母校に対
する温かい思いが寄せられ、ますます大学と卒業生の距離
が近く感じられました。特に、母校興隆に関する提言づくり
委員会では「大学と地域の戦略的協働」、「岐阜経済大学へ
の要望」、「校友会と大学との関係」などについて、1年半か
けて50ページ以上にもなる「提言書」を作成しました。大学
側は、校友からの数々のご意見・要望については真摯に受け
止め、今後の大学の校友会との関係強化のあり方についてさ
らに考えてゆく所存であると述べました。
　また記念講演会として実施した脚本家田渕久美子氏の
トークショー「お江と篤姫　‒戦国と幕末を生き抜いた女た
ち‒」には、地域住民の方も多数来場されました。

　トークショー後行われた祝賀会のアトラクションでは、卒
業生の落語家、経大亭勝笑さん（岡田茂樹氏1996年卒）に
よる落語、卒業生のプロバンドであるウインズの公演や、
OBバンド大会として松浦秀人さん、CHOP STICK JAM、
Blurish Blueなどの演奏に盛り上がりました。

安田良邦校友会長土屋嶢理事長 谷江幸雄学長

田渕久美子氏（右）のトークショー
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安斎育郎氏講演会を開催。
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保屋野初子氏講演会を開催。
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岐阜県立大垣北高校2年
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　10月23日（日）、長良川国際レガッタコースにおい
て、岐阜経済大学レガッタを開催し、地域住民の皆様を
はじめ本学学生など約130名の参加がありました。
　この大会は、多くの方にボート競技の楽しさを知って
いただき、ボート競技の普及につながることを目的とし
て、本学ボート部が毎年開催しています。
　上位3位までのチームと敢闘賞に選ばれた2チーム
が、表彰され、優勝は大垣市ボート協会の「水都ローイ
ングD」チームでした。
　参加者のみなさんは健闘を讃え合い、「来年も会いま
しょう」と声をかけあっていました。

　私は､中国の江西師範大学で国際ビ
ジネス日本語を専門とする3年生です。
　高校時代から日本の戦国時代の歴
史に興味があって､織田信長の物語から「岐阜」という名を知
り､関ケ原の戦いの話で「大垣城」という城があることも知りま
した。そこで、日本への留学先を決めるとき､「大垣城」と同じ
ところにある「岐阜経済大学」にすぐ目が留まりました｡
　留学生活を始めたばかりの時から､岐阜経済大学は「しっか
りしている大学だ」という印象でした｡施設も整っているし､先
生方の仕事の真面目さと丁寧さに感服しました。今の留学生
活でも、先生方にいろいろとお世話になっています｡「大学は
いつでも学生たちの味方だ」ということは､この大学ではしっ
かり実践されていると感じます。
　この間､「岐経祭」がありました。私は特に積極的に参加した
わけではなく、ただ見学に行っただけですが､貴重な思い出に
なりました｡
　私はまだ日本人の友だちもいない、一人の外国人なので､

その祭りの雰囲気に溶け込みにくいかも知れません。知人か
ら、「祭りの時は､特に日本人と距離感がある。なぜなら､仲間
として入れてもらいにくい感じが強いからだ」という話も聞い
たことがありますが､それでも私は「岐経祭」に感動しました。
この大学の学生の皆さんが打ち上げた花火のような、「爆発す
る情熱」と「活力」と「創造的な発想」､「友達同士の温かい絆と
友情」を学園祭で強烈に感じました。「これこそ青春､これこそ
大学生生活､これこそ空に飛翔している自由な精神､これこそ
マイ ユニーク カラー!」と､私の中の若者の心が、強烈に共鳴
しました。私は､「祭りの最後まで見届けられてよかった」と思
いました。
　「他の学校はこれよりずっとすごい学園祭もあるよ」と言わ
れるかもしれませんが､私は絶対､この大学は､この大学なら
ではの独特な感動を与えてくれる場所だと思います｡
　私は､積極的に人に話しかけようとするタイプではないの
で、まだ日本人の友達ができていないのですが､これから勇気
をもって友達を求めようと思います。
　この大学､この町､この国について､より深く知りたいし､そ
れ以上に日本人の皆さんにも､中国のことをより深く理解して
いただいて､お互いの理解を深めたいです｡
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友会総会及び創設40周年記念式典を開催しました。当日は
全国各地から多数の校友が集い、安田良邦校友会長の挨拶
を始め、土屋嶢理事長、谷江幸雄学長、小川敏大垣市長から
祝辞をいただきました。
　記念事業として行われた企画・広報部会、組織部会による
各事業のほか、母校興隆に関する提言づくり委員会では、多
くの校友の方々から大学に対する率直なご意見や母校に対
する温かい思いが寄せられ、ますます大学と卒業生の距離
が近く感じられました。特に、母校興隆に関する提言づくり
委員会では「大学と地域の戦略的協働」、「岐阜経済大学へ
の要望」、「校友会と大学との関係」などについて、1年半か
けて50ページ以上にもなる「提言書」を作成しました。大学
側は、校友からの数々のご意見・要望については真摯に受け
止め、今後の大学の校友会との関係強化のあり方についてさ
らに考えてゆく所存であると述べました。
　また記念講演会として実施した脚本家田渕久美子氏の
トークショー「お江と篤姫　‒戦国と幕末を生き抜いた女た
ち‒」には、地域住民の方も多数来場されました。

　トークショー後行われた祝賀会のアトラクションでは、卒
業生の落語家、経大亭勝笑さん（岡田茂樹氏1996年卒）に
よる落語、卒業生のプロバンドであるウインズの公演や、
OBバンド大会として松浦秀人さん、CHOP STICK JAM、
Blurish Blueなどの演奏に盛り上がりました。

安田良邦校友会長土屋嶢理事長 谷江幸雄学長
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足
の
位
置
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

ま
た
3
番
員
と
と
も
に
防
火
水
槽
に
給
管
を
沈
め
る
こ
と
も
行
う
。

4
番
員

補
助
員
・
補
助

中 川 ゼ ミ A
小 倉 ゼ ミ A
梅 木 ゼ ミ A
井 戸 ゼ ミ
岩 坂 ゼ ミ
石 坂 ゼ ミ
新 家 ゼ ミ
山田（武）ゼミ
髙橋（正）ゼミA
岸 ゼ ミ
小 倉 ゼ ミ B
佐藤（俊）ゼミ
杉 原 ゼ ミ
安田（晶）ゼミC
菅 谷 ゼ ミ
高橋（信）ゼミ
福 地 ゼ ミ
安田（晶）ゼミB
伊藤（嘉）ゼミ
池 永 ゼ ミ
菊 本 ゼ ミ C
黒 川 ゼ ミ
竹 内 ゼ ミ

徳 永 ゼ ミ

菊 本 ゼ ミ B
髙橋（正）ゼミB
野 松 ゼ ミ
小 倉 ゼ ミ C
安田（晶）ゼミA
菊 本 ゼ ミ A
岩 坂 ゼ ミ
中 川 ゼ ミ B
高橋（信）ゼミ
梅 木 ゼ ミ B
大 野 ゼ ミ
森 ゼ ミ

教育に伴った変化
ストアバンクとネットバンク～利用するならどっち？～
若者の農業
学内コミュニケーションWebの開発
フランチャイズが抱える問題
東京ドームをいっぱいに－私たちの提案－
割安・割高株その判断は
つながりを考える－被災地支援の活動から－
子どもに夢を親子に絆を～正ゼミの未来へ～
アスリートの音楽聴取の実態とその目的について
原子力発電の脱却　電力会社経営との繋がり
岐阜県内における震災後の影響と今後の対策
3Dの街をウォークスルーしてみよう
広報の理論と実践～ソフトピア共同研究室の広報事例～
社会保障と税の一体改革について
福島原発事故とその原因－観光地としてのにぎわい創出－
小学生を対象としたレクリエーション支援活動と意識調査
学内モニターを使った新しい広報活動
中学校長距離走実践における教科内容－寒田丈太郎の実践分析－
TPPを考える
地域と防犯～市民との輪を築く～
ブランド構築－その光と陰－
就職活動の誕生
岐阜経済大学が目指す教師像に関する考察
－卒業生へのアンケート調査の分析を通して－
新世代エネルギー住宅について
新しい事業へのプロセス　発起からプレイベントまで
日本の食糧問題
日中自動車会社のＶ字回復～日産とジーリの比較～
大学外部に向けた学内インターネットを使ったメディア広報
僕たちは将来のイクメン～大垣市のイクメン修業～
福島第一原発事故とエネルギーシフト
バブル経済崩壊前後の製造業と鉄鉱業の変化
なでしこジャパンから学ぶ！！
大垣を観光地としてにぎわせる
マイナースポーツをメジャー化するには！？
大槌町　震災からの復興

　
12
月
21
日（
水
）、第
39
回
岐
阜
経
済
大
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。ゼ
ミ

ナ
ー
ル
大
会
と
は
、ゼ
ミ
ご
と
の
テ
ー
マ
に

添
っ
て
、協
力
し
て
調
査・研
究
を
行
い
、ま
と

め
た
成
果
を
発
表
す
る
大
会
で
す
。大
会
の

準
備
や
運
営
は
す
べ
て
学
生
が
主
体
的
に
進

め
、こ
れ
ま
で
脈
々
と
39
年
間
に
渡
っ
て
続

い
て
い
る
本
学
が
誇
る
伝
統
行
事
で
す
。

　
学
生
の
発
表
後
は
、指
導
教
員
と
は
別
の

２
名
の
教
員
に
よ
る
審
査
が
あ
り
、5
会
場

そ
れ
ぞ
れ
で
優
秀
賞
、奨
励
賞
、敢
闘
賞
の

各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。多
く
の
ゼ
ミ
が
こ

の
大
会
に
向
け
、切
磋
琢
磨
し
高
い
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
、各
ゼ
ミ
が
こ
の
大
会
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、共
通
目
標
に
向

か
っ
て
協
力
し
合
い
、学
生
達
が
更
な
る
課

題
に
向
か
っ
て
学
習
を
深
め
る
契
機
と
も
な

り
ま
す
。

　
発
表
し
た
内
容
は
最
終
的
に「
学
生
論

叢
」と
し
て
1
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、大
学
の
学

び
の
集
大
成
と
し
て
結
実
し
ま
す
。

大切な命を守るために
知っておくべきこと

【防災特集】

優秀賞

参加ゼミ名 テ ー マ

大
会
運
営
委
員
長
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科
３
年

　岡
川 

哲
也
さ
ん

（
岐
南
工
業
高
校
出
身
）

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
終
え
て

　
今
年
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
大

会
は
、ど
の

チ
ー
ム
も
仲

間
と
協
力
し

日
ご
ろ
か
ら

ゼ
ミ
で
学
ん
で
き
た
成
果
を
生
か
し
、良

い
研
究
発
表
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
研
究
発
表
で
は
私
も
、同
じ
学
生
と
は

思
え
な
い
よ
う
な
研
究
発
表
を
い
く
つ

も
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
し
、私
自
身
、

初
め
て
の
研
究
発
表
側
だ
っ
た
の
で
、優

秀
賞
を
目
指
す
べ
く
た
く
さ
ん
の
時
間

を
か
け
、こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。さ

ら
に
運
営
委
員
長
と
し
て
こ
の
大
会
が

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ら
れ
る
よ

う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
が
成
功
し
た
の
は
、大
会
に

向
け
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、設

営
、司
会
な
ど
の
大
会
運
営
に
関
わ
っ
た

運
営
委
員
の
皆
、そ
し
て
、よ
り
良
い
研

究
発
表
を
さ
れ
た
皆
の
お
陰
で
す
。こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
終
え
て
、

私
自
身
大
き
な
成
長
が
で
き
、思
い
出

深
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。学
生
の
皆

も
今
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
生

か
し
、人
と
し
て
大
き
な
成
長
を
遂
げ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。ま

た
長
い
人
生
の
歴
史
の
一つ
と
し
て
、今

大
会
が
皆
の
心
に
深
く
残
る
大
き
な
も

の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

石坂ゼミ

梅木ゼミB
徳永ゼミ

安田（晶）ゼミB

敢闘賞
敢闘賞

奨励賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞
敢闘賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

奨励賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞

岸ゼミ


